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問 

池
田
町
第
五
次
総
合
計
画
事

業
の
中
間
見
直
し
で
、
財
源
を

伴
っ
た
予
算
の
見
直
し
は
。

答 

今
回
は
計
画
後
半
の
見
直
し

を
す
る
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
し
て
い

る
。
主
要
事
業
を
列
挙
し
て
あ

る
が
自
主
計
画
も
見
直
し
て
い

る
。
今
後
、
５
年
間
が
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
税
金
の
収

入
や
事
業
展
開
す
る
際
は
、国
、

県
の
補
助
金
、
地
方
債
の
発
行

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
る
。

問 

大
津
谷
公
園
の
桜
山
館
の
利

用
頻
度
が
少
な
い
と
思
う
が
。

答 

建
設
の
目
的
で
あ
る
緊
急
避

難
施
設
と
し
て
も
管
理
し
て
い

く
が
、
池
田
山
麓
花
街
道
基
本

構
想
の
大
津
谷
の
学
習
・
文
化
・

交
流
ゾ
ー
ン
の
整
備
方
針
に

沿
っ
て
い
く
。

 

問 

養
老
鉄
道
の
概
要
報
告
に
つ

い
て
、
１
年
間
民
間
企
業
が
研

究
し
た
資
料
内
容
は
。

答 

資
料
で
は
バ
ス
路
線
の
内
容

と
、
バ
ス
代
替
え
の
研
究
内
容

が
大
半
で
あ
る
。

問 

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
資
料

は
、
今
後
の
高
齢
者
寿
命
年
齢

は
食
生
活
な
ど
を
考
え
る
と

段
々
と
短
く
な
る
説
も
あ
る

が
、
現
状
の
寿
命
年
齢
で
作
成

し
て
あ
る
の
か
。

答 

統
計
上
は
団
塊
の
世
代
が
25

年
、
30
年
を
経
過
し
て
も
生
存

し
て
い
る
状
況
で
作
成
し
た
。

た
だ
し
２
０
４
０
年
、２
０
６
０

年
の
池
田
町
人
口
推
移
を
作
成

す
る
に
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
要
因
を
年
齢
に
考
慮
す
る
か

が
困
難
で
、
現
状
を
受
け
止
め

た
施
策
も
必
要
で
あ
る
。

問 

人
口
増
の
考
え
方
で
自
然
増

を
重
要
視
し
て
あ
る
が
、
池
田

町
で
は
比
較
的
に
２
人
か
ら
３

人
を
出
産
す
る
女
性
が
多
い
。

一
方
、
事
情
に
よ
り
未
婚
者
の

割
合
も
高
く
な
り
合
計
出
生
率

を
下
げ
て
い
る
と
考
え
る
が
人

口
分
析
に
反
映
し
て
い
る
か
。

答 

現
状
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
し

て
お
り
、
未
婚
の
た
め
自
然
増

が
少
な
い
の
か
、
既
婚
者
は
多

い
が
子
ど
も
を
産
ん
で
い
な
い

の
か
は
、
今
後
に
分
析
し
て
い

く
。

問 

池
田
町
で
は
30
代
後
半
か
ら

50
代
で
も
未
婚
の
男
女
は
多
い

が
、
結
婚
相
談
件
数
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
実
績
と
池
田
町
を
Ｐ
Ｒ

す
る
活
動
を
展
開
し
て
は
。

答 

結
婚
相
談
は
社
会
福
祉
協
議

会
で
実
施
し
て
お
り
、
平
成
26

年
度
の
相
談
件
数
は
43
件
、
イ

ベ
ン
ト
の
実
績
は
な
い
。
今
後

は
自
治
体
間
で
も
交
流
し
て
い

き
た
い
。

問 

海
外
進
出
し
た
企
業
が
国
内

へ
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

企
業
誘
致
に
よ
っ
て
人
口
増
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
。

答 

地
方
創
生
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
企

業
誘
致
は
活
性
化
と
人
口
増
に

な
る
。
現
在
、
西
濃
圏
域
や
東

海
環
状
西
回
り
の
完
成
を
見
据

え
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
ま
た

は
町
内
の
企
業
や
関
連
企
業
に

も
拡
張
し
て
頂
く
な
ど
情
報
収

集
を
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
く
。

大津谷公園北側にある桜山館通勤、通学を支える養老鉄道

6
月
5
日

まちに対する想いを語りはじめた「アイデア工房」「池女会」




